
自治労京都府本部

カンボジア・スタディツアー

高橋直樹（自治労京都府本部執行委員長）

濱本武志（自治労京都府本部執行委員）

2 月 27 日から 3 月 1 日にかけて、土日をはさんでの 2 泊 4 日という弾丸ツアーで、カン

ボジアを訪れました。休暇をあまり使わなくても参加できるようにとの事務局の配慮によ

るものでしたが、ベトナム経由で都市間移動も飛行機、3 日間で 5 回のフライトというの

は、やはり老骨には堪えるものでした。しかし、関係者の皆さんのご配慮により、なんと

か一同無事に過ごすことができました。慣れない団長としての役目を無事果たすことがで

き、感謝、感謝です。

ちなみに、今回のツアーは、2001 年 8 月 6 日に設立した「ボーン・ポォンの会」が始め

た、カンボジアの子どもたちを支援する活動のひとつの総括として、エファジャパンの協

力を得て、自治労京都府本部が実施したものです。「ボーン・ポォンの会」では、市民と一

緒に「絵本を送る運動」や、奨学金支援事業、カンボジア派遣団交流事業、カンボジア・

フェアなどを行ってきました。

さて、府本部役員以外の組合員のみなさんの参加もあり、当初の参加目標をひとまずは

クリア、気温 36 度、晴れ渡る空のもと、一同は最初の目的地、シェムリアップへと向かい

ました。ここでの目的は、世界遺産「アンコールワット」の視察と、観光都市シェムリア

ップのマーケット調査です。圧倒的な迫力の寺院と遺跡群に、驚くとともに感動を貰い、

一方で値段があって無いようなマーケットで苦戦しつつ、楽しませていただきました。

次はプノンペン。午前中は PTTC（国立幼稚園教員養成学校）、午後は SCADP（現地の市民

団体）が運営する児童保護施設を訪問しました。ここでは、自治労京都府本部が 15 年以上

も前に、しかも中古で贈ったワゴン車が、今もなお現役で使用されていました。物を大切

にする気持ちと、メイド・イン・ジャパンの品質を実感した瞬間でした。また、お世辞に

も恵まれているとは言えない教育環境のなかで、子どもたちが夢と希望をもって学び、懸

命に生活している姿に、大きな感動を覚えました。ツアーの最後には、子どもたちから教

育や肉親を奪った紛争の傷跡を目の当たりにし、改めて、平和の大切さを痛感しました。

ツアーの詳細な内容は、次に、執行委員の濱本武志さんが紹介しますが、今回のカンボ

ジア・スタディツアーは、2 泊 4 日の弾丸ツアーとは思えない充実ぶりで、私たちが今後

の運動を進めていくうえで、素晴らしい経験を得ることができたと思います。

最後に、今回こうした機会を提供していただいた関係者各位、そして慣れない団長にお

付き合いいただいた参加者の皆さんに、心より感謝いたします。 （高橋直樹 記）
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自治労京都府本部の組合活動の一環として、

ボーンポォン活動の推進のため、2016 年 2 月 2

7 日から 3 月 1 日にかけて、カンボジアを訪問

しました。

カンボジアは、近年まで内戦があり、社会イ

ンフラが十分ではなく、さまざまな分野で支援

を必要としています。今回、教育分野における

支援として、国立幼稚園教員養成学校と民間組

織が手がける寺子屋を訪問させていただき、物

資の支援を行いました。

拙い訪問記ですが、最後まで読んでいただき、

カンボジア支援の必要性を感じていただけたら

と思います。

1 日目（ 2 月 27 日）

＜関空からハノイへ＞

2 月末の寒い朝、参加者は一人も遅れること

なく、8 時 30 分に関西国際空港へ集合しまし

た。初めて顔を合わせる方もおり、軽く挨拶を

して、すぐに飛行機へ乗り込み、まずは南国ベ

トナムのハノイに向けて出発です。まだ、日本

からカンボジアへの直行便がないため（今年の

夏にできるようです）、ベトナムかタイの都市

を必ず経由する必要があります。6 時間のフラ

イトで、ようやくハノイに到着しました。飛行

機内は大変乾燥しており、空港の喫茶店でベト

ナムコーヒーを買い、のどを潤しました。練乳

を入れたエスプレッソコーヒーのようなもので、

とても甘く、美味しいと感じました。ゆっくり

する時間がないため、すぐに飲みほし、またカ

ンボジアへ出発しました。

＜シェムリアップに到着＞

2 時間のフライトで、ようやくカンボジアの

大地が見えてきました。空の上からだとよくわ

かりますが、見渡すところ、すべてが「密林」

です。ひたすら、森が続いています。空の観光

を楽しんでいるうちに、シェムリアップ国際空

港が見えてきました。現地時間と日本とはおよ

タラップを降りて徒歩でシェムリアップ国際空港へ

そ 2 時間の時差

があり、日はま

だ明るく、到着

したのは 17 時 30

分頃でした。

飛行機が到着

しました！ カ

ンボジアの大地

へと降りようと

したところ……な 蓮の花が浮かぶロビー

んとタラップで降

りるのではありませんか。滑走路を徒歩で移動

しながら、空港の入国カウンターへ向かいます。

日本ではなかなかできない衝撃的な体験に、興

奮しました。さらに衝撃は続きます。それは、

暑さです。毎日の気温が 30 度以上のカンボジ

アは、やはり暑い。とくに、冬真っ只中の日本

から来た私たちにとっては、よりいっそう暑く

感じられました。

空港では、現地ガイドのモニーさんが出迎え

てくれました。非常に優しい方で、親切です。

長時間の移動で疲れきっていた私たちを、笑顔

で迎え、貸切バスへと荷物を運んでくれました。

落ち着いたのもつかの間、バスの車内では、な

んと蚊がいました。大丈夫なのでしょうか。た

しか、事前の説明会で「気をつけましょう」と

言われていたと思うのですが。皆、疲労が勝り、

どうでもよくなって、ウトウトしていました。
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それにしても、すごい国です。道路に信号が

まったくついていません。道路幅は広く、なか

なかの台数が走っているのですが、自由に横断

しています。

30 分ほどして、ホテルに到着しました。1日

目は、移動で終わったようなものですが、フロ

ントに、たくさんのハスの花が浮かべられてい

るのをみると、南国の美しさを感じることがで

きました。

2 日目（ 2 月 28 日）

＜アンコールワットとアンコールトム＞

朝食は、カンボジア料理などのバイキングで

したが、お隣のタイなどと比べて、辛い料理は

少なく、あっさりしており、どれも美味しい。

一日に消費するエネルギー以上に、食べ過ぎて

しまうほどでした。

さて、カンボジアといえば、だれもが知る有

名な世界遺産があります。そう、カンボジア最

大の目玉「アンコールワット」です。

本日の午前中はアンコールワットを見学する

ことになりました。車に揺られて 30 分ほど行

くと、入口の前の通門証を作るところに着きま

した。産業がまだ発達していないカンボジアに

とって、アンコールワットは外貨獲得の強力な

手段です。入場料をアメリカドルで支払い、指

定の通門証を作りました。写真を撮られ、パス

ポートを見せ、手早く製作されます。ここは、

本当に多くの方々が来ているようで、欧米人ら

しき人びとや、中国や韓国の人も多くいました。

キョロキョロしていると、子どもたちや物売り

が人が寄ってきます。強引ではありませんが、

力強く、粘り強く、クラマー（ストールのよう

なもの）や絵葉書を売りにきます。勢いに負け

そうになるほどで、立ち止まると大変です。

そこからまた車に乗り、少しすると入口が見

えてきました。水上の寺院とでも言うべきもの

で、大変きれいです。アンコールワットは、12

世紀前半に当時の王様が造ったもので、濠に囲

川のようなワンコールワットの壕

まれています。濠の幅は 200 メートルほどあり、

まるで川のようです。重機がない昔に、大変な

工事であったことがうかがわれます。

バスを降りると、土道です。空気が乾いてい

るため、砂埃が舞い上がり、すごいことになり

ます。そして、またもや土産物を売る商売人の

方々が声を掛けてきました。相手にせず、ドン

ドン進みますが、向こうもドンドンついてきま

す。立ち止まると、全方向から売りにやってく

るので、注意が必要です。そうこうするうちに、

ついに着きました。アンコールワットです！

まずは橋を渡ります。石の橋です。本堂まで

は結構遠く、途中に建造物がいくつかあります

が、ボロボロでした。建造物を説明するプレー

トには、なんと見慣れた日本の国旗が書いてあ

るではありませんか。なんでも、日本の大学が

国の支援を受けて修復に来ているそうです。が

れきから復元するのは時間がかかりますが、ひ

とつひとつ丁寧に直しているそうです。しかし、

広いところです。遮蔽物がないため、直射日光

もすごい。地元の人が、クラマーをかぶってい

る理由がわかります。

15 分ほど歩くと、よく絵葉書に使われてい

る正面に到着しました。今は「乾期」のため水

が少ないそうですが、迫力は十二分にあります。

中へ入ると、びっくりしました。石の彫刻が

いたるところにあります。しかも精巧にできて

います。仏像も安置されており、観光だけでな

く、現在も信仰の場所であることがわかります。
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正面から見たアンコールワット

石の壁面いっぱいの彫刻

天国に続く「第三回廊」

アンコールトムの顔の石像

ガイドのモニーさんの解説によると、彫刻は、

ヒンドゥー教のお話や、昔の王様の話が描かれ

ているそうです。壁面すべてにびっしりと描か

れ、「勉強になりますよ」とのことでした。ほ

かにも、50 人ぐらいは入れそうな王様のお風

呂や、日本人の落書き（15 世紀に徳川家康が

つかわした侍が、祇園精舎に来たと間違えて証

拠に書いた落書き）などもあり、楽しめました。

また、アンコールワットの中でも特に貴重な

場所が「第三回廊」です。「天国へ続くとこ

ろ」とのことですが、見て納得しました。なん

と、その回廊にいくには、傾斜角度 30 ～ 40 度

はありそうな階段を上らないといけません。石

の階段のため、すでにすり減っており、滑り台

のようで、よく落ちるとのことです。「エエ

ー」と思っていたら、施設を傷めないように、

手すり付きの、木製のしっかりした階段が組ん

でありました。それでも、まだまだ急角度でし

たが。

第三回廊はまさに天国で、きれいな景色が広

がっています。空は蒼く、地平線まで密林が広

がっていました。

さて、次はアンコールワットの近くにあるア

ンコールトムです。「王の都」という意味だそ

うです。ここは面白いところでした。顔の石像

がたくさん置いてあって、「一つとして同じも

のはないから、好きなのを捜すといい」とのこ

とでした。

＜プノンペン＞

世界遺産を見て楽しんだ後は、首都プノンペ

ンへ向かいます。大阪から東京ぐらいまでの距

離ですが、カンボジアには鉄道がほとんどない

ので、長距離移動には飛行機を使います。

空港へ行く途中、日本人女性がオーナーのア

ンコールクッキー屋さんへ寄りました。日本人

がカンボジアを訪れたときは、必ず立ち寄ると

ころらしく、にぎわっていました。働いている

のはカンボジアの人ですが、きびきびしていま
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す。最近は観光客が多く、このあたり地価が年

々上がっているそうで、5 万円/㎡ほどするそ

うです。

さて、シェムリアップ国際空港から小型プロ

ペラ機で出発です。1 時間ほどで到着しました。

プノンペンは、さすが首都です。車がバンバ

ン走っており、空港の売店にはなんでもありま

す。街灯も多く、電気が大量に消費されている

のがわかります。一大観光地とはいえ、地方都

市のシェムリアップと比べると、その差は大き

なものがありました。モニーさんによると、国

内には発電設備がそれほどなく、今は電気をラ

オスから買っていて、貴重なものだとか。首都

以外は使用を控えているそうです。カンボジア

は、内戦の影響で、国内の生産設備の能力が低

く、また、そのために他国からいろいろなもの

を高く買っているため、国は、よりいっそうお

金が無くなるのだそうです。最近になって、縫

製工場などができてきたので、徐々に賃金も上

昇し、良くはなっているようですが、まだまだ

これからとのことでした。ちなみに、女工さん

の月収は 120 ドル/月。3 年前は 80 ドル/月ぐ

らいだったそうです。

道路事情は、立体交差道路などもあるのです

が、信号を 2つほどしか見かけませんでした。

片側 4車線の大道路を、ところせましと多くの

車、バイクが行き交っています。何度も接触寸

前のところを見ました。

3 日目（ 2 月 29 日）

＜国立幼稚園教員養成学校＞

このツアーで一番大切な日が来ました。教育

施設を訪問し、役立ててもらうための支援物資

をお渡しする日です。

失礼のない服に着替え、まずは国立幼稚園教

員養成学校をめざして出発です。ホテルから車

で 20 分、すぐに着きました。

きれいなところです。わざわざ、校長先生が

出迎えてくださり、この学校の概要について説

歓迎に、園児から直接紙のレイを受け取る参加者

各地から集まった、将来の幼稚園教員

赴任先の幼稚園でも使用する手作りの教材

幼稚園の授業風景
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自治労が支援して建設した校舎

現在も活躍する、15 年前に贈呈したワゴン車

明していただきました。

国で唯一の養成学校で、今は先生になりたい

人が国内各地から 500 人ほど来ており、パンク

状態とのことです。カンボジアは若い人の比率

が多く、子どもたちもたくさんいます。教える

べき子どもがたくさんいるものの、先生はまだ

少ないのだそうです。

先進国等の支援メニューには、小学校建設な

どが多くあるものの、幼児教育の分野では支援

が少なく、大変とのことです。しかし、この段

階からしっかりと子どもたちに教えていかない

と、小学校での教育へはつながっていかないと

のことでした。学校には幼稚園を併設している

とのことで、理論と実践が一体の形で、学べる

場となっています。

学生たちは、卒業後、地元に赴任しますが、

日本のように教材が与えられるわけではないの

で、ほとんど手作りの教材を使用しているそう

です。赴任先では、材料を手に入れるのが大変

なので、この学校に就学しているときに制作し

たもので対応しているというのです。この話を

聞いた時、すごいところだと思い、支援を継続

的に行っていく必要があると感じました。

物を大切に扱う人びとばかりで、昔、自治労

が支援して建設した校舎や物資は、今も使われ

ていました。自治労京都府本部が 15 年前に贈

った車も、現役で活躍していました。

高橋委員長より、パソコンやプリンター、教

科書などの物資が手渡された時には、本当に喜

んでくれているようでした（本稿タイトル横の写

真）。カンボジアでは、国からの支援もまだ少

ないのだそうです。

贈呈後、施設見学をさせていただきました。

水道等の設備が十分ではなく、トイレから出る

と、水甕から桶で水をすくって手を洗います。

また、学生の寄宿舎がありますが、10 畳くら

の狭い部屋に何人もで生活していました。畑を

耕して自給自足の生活をし、余った作物は売っ

ているそうです。話をきくと、だんだん泣けて

きました。

教室は、将来の、幼稚園教員の姿でいっぱい

で、先生の話を熱心に聞いていました。男性も

何人かおり、頑張っているそうです。

帰り間際、出先から帰ってきた生徒を見かけ

ましたが、狭いバイクタクシーに 7～ 8 人も乗

っていました。車を大切に使っていることの意

味を、感じさせられました。

さて、いったんホテルに戻り、昼食をすませ

て、午後からは NGO が運営する寺子屋の見学と

支援物資の提供です。

途中、茶色い水を詰めたペットボトルを、道

端で売っているのを見ました。聞いてみると、

ガソリンだそうです。ガソリンスタンドが十分

になく、道端で売るのが普通だそうです。年中

気温が 30 度の国で大丈夫かなと思いつつ、別

のところに目を移すと、道路舗装をしている工

事現場の横 2メートルほどのところで、ハンモ

ックに乗ってバカンスしている人がいました。

しかも、そのまたすぐ横ではフルーツドリンク
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を売っています。日本では考えられないおおら

かさに、カルチャーショックをうけました。

＜ SCADP が運営する児童保護施設＞

さて、SCADP（ストリートチルドレンの支援

と発育プログラム）の寺子屋に着きました。

向こうは準備万端、待ってくれていました。

まずは、お互いに挨拶し、そのあと歓迎の踊り

を披露してくれます。じつに優雅ですね。手の

指がなんと、逆に 30 度ぐらい曲がっています。

すごいです。

また、伝統的な曲だけでなく、英語の歌に合

わせながらも踊っています。意味もわかってい

るのでしょう。鼻や手、ひじなど英単語に合わ

せて、その個所を触っていました。

さて、この施設は、親がいない子どもや、さ

まざまな事情で親が育てられない子どもに対し、

生活の場を提供し、勉強を教える場です。20

年ほど前から活動しているそうです。子どもた

ちは 30 人ぐらい。にぎやかで、何人かは生活

もしているそうです。しかし、運営はかなり苦

しいとのことでした。

それでも、子どもたちは、私たちを笑顔で迎

えてくれ、本当にうれしい気持ちになりました。

交流タイムでは、持ってきたオモチャや紙風船

で遊んだり、折り紙やお絵かきしたりしました。

子どもたちによる歓迎の踊りで迎えられて

持ってきたオモチャを子どもたちに（写真は筆者）

交流タイムは子どもたちと
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私は、紙風船で子どもたちに遊んでもらうこ

とになりましたが、約 30 分もフル回転で動い

ていると、倒れそうになりました。子どもたち

は元気でまったく疲れていない様子です。周り

を見ると、近くに住む子どもや大人もやってき

て、さらににぎやかになっていました。

ほんの少しの交流でしたが、とても楽しくて、

あっという間に時間は過ぎ、別れを惜しみつつ、

施設を後にしました。

＜プノンペン空港へ＞

プノンペン空港に到着し、ガイドのモニーさ

んともお別れです。彼は、このあと、なんと 8

そうです。50 歳ぐらいだったと思いますが、

大変です。

全行程を終え、ホーチミンを経由して日本へ

帰ります。移動が大半を占めたツアーでしたが、

考えさせられることはたくさんありました。

4 日目（ 3 月 1 日）

参加者全員、無事に関西国際空港へ帰ってき

ました。なんと雪が降っています。数時間前ま

では常夏の国にいたのに、と絶叫しそうになり

ました。あっという間に、意識が日本に戻され

てしまいました。

スタディーツアーに参加して

カンボジアは、年々街が整備され、きれいに

なり、治安も向上し、所得も上がって、勢いの

ある国のように感じました。また、若者が多く、

これから発展していくための潜在能力はすごい

と思います。

しかし、教育面では、まだすいぶん遅れてい

て、国の施策も十分に行き届いていない状況で

す。これからも、こういった支援活動が続いて

いくことが大事だと思いました。

（濱本武志 記）
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